
皆様こんにちは。平成２８年の新春を迎え、皆様にはご健勝のこととお慶び申し上げます。日頃は福田

よしおの活動に格別のご理解とご支援を賜り、心から厚く感謝申し上げます。 (公職選挙法の規定により

選挙区内の挨拶状等は禁止され、自筆の返礼のみとなっていますのでご理解ください。)  

さて、昨年１１月１１日に国産初のジェット旅客機「MRJ(三菱リージョナルジェット)」の初飛行が行

われました。私も県営名古屋空港でまじかに参観しましたが、宇宙航空機産業の到来と将来にわたり、大

きな成長が見込めるものと確信をいたしました。また、宇宙航空機産業は関連する技術分野の裾野が広

く、ほかの産業への波及効果も高く、また、技術の高度化を先導する重要な産業であることから、愛知県

では今後とも産学行政連携による研究開発や中小企業の新規参入、そして技術者の育成支援などを推進

し、航空宇宙産業拠点の形成促進に積極的に取り組んで参ります。 

そして、１２月愛知県議会定例会は１２月１日から 12 月１８日の会期で、平成２７年度一般会計補正

予算や愛知県障害者差別解消推進条例の制定を始め、88 議案(予算 1 件、条例 20 件、その他 67 件)が

提出され、委員会審議を経て全議案可決しました。また、継続審議となっていました平成２６年度一般会

計決算及び特別会計決算並びに公営企業会計決算はそれぞれ各委員長報告の後、賛成多数(反対２名)で承

認しましたので、主な項目につきましてご報告させていただきます。 

一方、国政は年内に臨時国会が召集されず、年始早々に通常国会が召集されましたが、国民生活に直接

かかわる消費税増税に伴う軽減税率の議論と違憲といわれる安保法制の審議が、今年７月に予定されてい

る参議院議員選挙の日程もあり、非常にタイトな国会運営となっています。愛知県議会としても議会の意

思を国政に反映させるため、必要な意見書をとりまとめ衆参両院議長及び内閣総理大臣始め関係大臣等に

提出しました。今後も災害に強いまちづくりと、働くことを軸とする安心社会の実現に向け活動してまい

りますので、一層のご指導、ご鞭撻をお願い申し上げまして、ごあいさつとさせていただきます。 
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皆様こんにちは。平成２８年も節分が過ぎ暦の上では春となりました。 

皆様にはご健勝のこととお慶び申し上げます。日頃は福田よしおの活動に 

格別のご理解とご支援を賜り、心から厚く感謝申し上げます。  

さて、昨年１１月１１日に国産初のジェット旅客機「MRJ(三菱リージョ 

ナルジェット)」の初飛行が行われました。私も県営名古屋空港でまじかに 

参観しましたが、宇宙航空機産業の到来と将来にわたり、大きな成長が見込 

めるものと確信をいたしました。また、宇宙航空機産業は関連する技術分野 

の裾野が広く、ほかの産業への波及効果も高く、また、技術の高度化を先導する重要な産業であることから、愛 

知県では今後とも産学行政連携による研究開発や中小企業の新規参入、そして技術者の育成支援などを推進し、

航空宇宙産業拠点の形成促進に積極的に取り組んで参ります。 

そして、１２月愛知県議会定例会は１２月１日から 12 月１８日の会期で、平成２７年度一般会計補正予算や 

愛知県障害者差別解消推進条例の制定を始め、88 議案(予算 1 件、条例 20 件、その他 67 件)が提出され、委 

員会審議を経て全議案可決しました。また、継続審議となっていました平成２６年度一般会計決算及び特別会計 

決算並びに公営企業会計決算はそれぞれ各委員長報告の後、賛成多数(反対２名)で承認しましたので、主な項目 

につきましてご報告させていただきます。 

今後も災害に強いまちづくりと、働くことを軸とする安心社会の実現に向け活動してまいりますので、一層の 

ご指導、ご鞭撻をお願い申し上げまして、ごあいさつとさせていただきます。 

愛知県障害者差別解消推進条例の制定 

 平成２５年６月に公布された「障害者差別禁止法」

の本年４月の施行をうけ、全ての県民が障害の有無に

よって分け隔てられることなく、お互いに人格と個性

を尊重し合いながら共生する社会の実現を目指すため

に条例を制定しました。愛知県独自項目は①職員対応

要領策定の義務付けと職員の順守義務(全国初) ②障害

者差別解消調整委員会の設置 ③事業者のための対応

指針に即した適切な対応(全国初)で、ほかの府県にあま

り規定されていない項目は①障害者差別解消支援地域

協議会の設置 ②障害者の社会的障壁の除去の実施 

となっています。県民は、本条例の基本理念である①

あらゆる分野の活動に参加する機会が確保されること 

②地域社会においてほかの人々と共生することを妨げ

られないこと ③県民が障害について知識及び理解を

深める必要があること ④県・県民・事業者等が役割

を果たし、社会全体で取組むことを理解して、障害を

理由とする差別の解消を推進することとなっていま

す。 

平成２７年度一般会計補正予算(第４号) 

歳入歳出それぞれ２０億５２３万１千円を増額補正

と環境調査センター・衛生研究所等事務契約(環境セン

ター建替え)として平成２８年度から平成４５年度にか

け６７億１千万円を限度額とする債務負担行為（財政

負担を認めるもの）をしたものです。 

歳入項目 国庫負担金、財産収入、繰入金、繰越金 

歳出項目（主なもの） 

1  緊急交通安全対策費(16,935 千円)   

    高齢者に配慮した交通安全啓発活動の実施 

2 地域医療介護総合確保基金事業費(1,780,268 千円) 

    回復期病床整備費補助金始め７事業及び積立金等 
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 愛知県庁の警備保安体制について 

【質問（福田よしお）】 平成 27 年 11 月 11 日午前 3 時 25 分頃、県

庁 6 階のコピー室や 1 階の廊下で火災が発生した。その後、県庁に不法

侵入した者(火災との関係は不明)が逮捕されたが、県庁の警備保安体制は

どのようになっているのか。 

【答弁（財産管理課長）】 本庁舎は、夜間・休日は外部委託の 3 名で

入庁者の確認と巡回等の業務を行っている。入庁者の確認は、南玄関の受付で身分証の提示及び名簿への記載を行ってい

る。また、各事務室の鍵は、職員に貸出・返却を一括管理するとともに、巡回時には各部屋の施錠確認を確実に行ってい

る。さらに、鍵のかからない廊下など共用部分に看板や掲示板などを置く場合、あらかじめ財産管理課の許可を受けなけ

ればならい。こうした中、1 階の廊下でもチラシが燃え、不審者の侵入が疑われるといった警備上の課題が明らかになっ

たことから、11 月 30 日に各部局主管課を集め庁舎内で守るべき事項を周知徹底するとともに、警備会社と不審者対策

について協議・検討を行い、夜間巡回の回数を増やすこととした。昼間はオープンな本庁舎では一定の限界はあるが、引

き続き庁舎管理の徹底、警備保安体制の強化を目指していく。 

 重要文化財である県庁の消防用設備について  

【質問（福田よしお）】 平成 26 年 10 月に重要文化財に指定された愛知県庁で火災があった。愛知県庁は昭和 13 年

に建築され、消防法の制定以前の建物なので、自動火災報知設備は庁舎の一部にしか設置されていない。文化財保護法の

立法趣旨からも消火整備や警報設備の充実が必要ではないか。 

【答弁（財産管理課長）】 消防法の適用除外で「法的には新たな設置義務は生じない」が、本庁舎は県民の貴重な財産

であるので、法改正など状況の変化に応じて、消防当局の指導・助言を受けながら整備していく。今後は、同じく重要文

化財となった名古屋市役所本庁舎と足並みを合わせ、適切に対応していく。 

 消防広域化について 

【質問（福田よしお）】 過日、尾三消防組合と豊明市が、県内で初めて消防の広域化の協議を開始するとの新聞報道が

あった。消防広域化の現状と今後の取組みはどのようか。 

【答弁（消防保安課主幹）】 消防広域化は、平成 19 年度末に、消防組織法第 33 条に基づき「愛知県消防広域化推進

計画」を策定し、また消防指令業務の共同運用も「愛知県消防救急無線広域化・共同化等整備計画」を策定し、以降、消

防広域化と同じ枠組みで、消防救急無線のデジタル化及び消防指令センターの共同化が進められ、ほぼ計画どおりに、平

成 30 年 4 月までに県内 11 ブロックで共同運用される予定。本県としては、総務省消防庁の定める「市町村の消防の

広域化に関する基本指針」に基づき、尾三消防地域を「消防広域化重点地域」に指定し、国の財政措置が重点的に受けら

れるよう対応するとともに、関係市町間の連絡調整や、今後関係市町が作成する「広域消防運営計画」に関して情報提供

及び助言を行って、その他の地域についても、引続き自主的な市町村の消防広域化の推進に取組んでいく。 

 愛知県人事委員会勧告への対応について 

【質問（福田よしお）】 今年度の愛知県職員の給与改定はどうなっているか。 

【答弁（人事課長）】 国においては人事院勧告どおり実施することとなっているが、年末に臨時国会が召集されず、国 

家公務員の給与法案は年明けの通常国会に提出される見込みである。人事委員会の勧告尊重と合わせて、国家公務員等と 

の均衡の観点から給与の取り扱いを決めることが、県民の理解や納得を得られるものと考えている。国会に提出される給 

与法の改正内容を踏まえ、次の議会に条例改正案を提出する方向で検討している。 

 

９月議会議案質疑（総務県民委員会） 

 第 120 号議案 財産の買入れについて（防災ヘリコプター） 

【質問（福田よしお）】 第１２０号議案の財産の買入れについて３点伺う。 

新しい機体の性能・装備は、現行の機体と比べて、どのように違うのか。また、昨年度の緊急出動の状況はどうであった

か。もう１点、訓練にもかなり使用していると思うが、どのような訓練を、どのような場所で行っているのか。 

 

愛知県庁本庁舎 



【答弁（消防保安課主幹）】 質問の１点目の新しい機体の機種は、ベル 412EPI である。 

現行機わかしゃちをはじめ消防防災ヘリコプターとして多数導入されているベル 412EP 

の改良型であり、メンテナンス性に優れ、信頼性の高い機種と考えている。消防活動用装 

備品については、基本的には現行機と概ね同じであるが、カメラについては、より高性能 

なものを装備する。その映像を機内のモニターで乗組員全員が共有することにより、捜索 

活動や夜間運航の安全に資すると考えられる。また、ヘリコプターテレビ電送システムの 

デジタル化により、災害対策本部、地上の消防隊等が受信する映像の鮮明化が期待される。 

質問の２点目、昨年度の緊急出動の事案件数は 62 件で、内訳は、火災が 9 件、救助が 30 件、救急が 13 件、広域応援 

が 9 件、臓器搬送が 1 件である。３点目の質問については、昨年度訓練を 181 回実施し、内訳は、防災航空隊単独の訓 

練が 114 回、市町村等他機関との合同訓練が 67 回である。また、防災航空隊の訓練の主な場所は、犬山市の八曽監視広 

場及びその周辺、八曽の岩見山、東郷町の愛知池、豊田市深見町の藤岡地区、同じく豊田市の矢作川豊田防災ステーショ 

ン、この５箇所が主な訓練場所である。それぞれの地理的特性を活かし山岳救助、水難救助、空中消火等の訓練を実施し 

ている。また、大きな危険を伴う夜間の離着陸については、県内に 22 箇所ある夜間対応型の場外離着陸場で定期的に訓 

練を実施している。 

【要望（福田よしお）】 新しい機種なので、引き続き訓練をしっかりと行ってもらい、過去にあった岐阜防災、埼玉防 

災などのような事故が起きないようお願いする。 

９月議会一般質問（総務県民委員会） 

 大規模災害の避難対策について 

【質問（福田よしお）】 先般発生した関東・東北地域の豪雨で、鬼怒川の東側の住民は、東隣のつくば市に避難してい 

るという報道があった。地域防災計画は各自治体単位、市町村単位若しくは都道府県単位で策定されているので、どうし 

ても一つの自治体の中で完結しようというようなことが基本となっている。一方、東日本大震災でも県域を越えて避難し 

ている例もあるので、そういったことからも災害対策基本法も既に改正されて、広域一時滞在ということも加えられてい 

るが、愛知県の地域防災計画の規定の仕方とか、県内の各自治体に対してどのような指導をしているのか。 

【答弁（災害対策課主幹）】 委員の指摘のとおり、東日本大震災を教訓として、災害対策基本法が改正され、それを受 

けて本県では、平成２５年５月に県地域防災計画を修正し、広域一時滞在、市町村間をまたぐ、あるいは県域をまたぐ避 

難に関する記述を追加し、被災市町村を越えて市町村への避難が必要な場合に、受け入れ先となる都道府県との協議、ま 

た、被災市町村への助言、あるいは、被災市町村が自ら事務を行うことができない場合の代行について規定している。市 

町村に対しては、県の修正を周知するとともに、市町村地域防災計画についても広域避難の規定を追加するよう助言して 

おり、平成２５年６月以降に市町村地域防災計画を修正した全ての市町村において、法改正の趣旨に則って広域避難の内 

容を盛り込んでいる。また、本年２月に県が策定・公表した「市町村津波避難計画策定指針」において、広域一時滞在に 

関する事項を設け、広域一時滞在を内容に含む市町村間の相互応援協定の締結や、実際に避難させる場合に、受入先自治 

体に提供する住民情報の提供方法や輸送手段の検討等について盛り込んでおり、浸水・津波の被害の恐れのある市町村に 

こうした準備を行うよう促しているところである。 

【質問（福田よしお）】 平成２５年６月以降の地域防災計画の改訂について 

は盛り込まれているという答弁であったが、実際に平成２５年以降、私が見て 

いる限り県外避難を想定したような訓練は実施されていないのではないか。県 

内各自治体でひとつの自治体ではなく複数で実施したり、応援協定等でしっか 

り担保する必要がある。そういった取組みはどうか。 

【答弁（災害対策課主幹）】 災害対策基本法で、広域一時滞在に関する手続 

が規定されるとともに、市町村間の相互応援が円滑に行われるよう、地方自治 

体は広域一時滞在に関する協定の締結に努めなければならないということで改正がなされている。このため、直近では本 

年３月に知多地域の５市５町による「知多地域災害時相互応援協定」が締結された。こうした隣接する複数の市町村間で 

の災害時相互応援協定は、他の地域でも締結されており、県内では現在６つの地域で協定が締結されている。また、平成 

２４年度には、飛島村と豊根村、大治町と東栄町とで、地理的に離れた自治体間で被災者の受入れを内容に含む災害時相 

互応援協定を締結している。 

【質問（福田よしお）】 岐阜県や三重県等の県境もあるので、そういったところを特に指導いただきたい。やはり訓練 

を実際にやらないとできないと思うが、今後県として、広域避難の円滑な実施に向けてどんな取組みをしていくのか。 

【答弁（災害対策課主幹）】 現在、平成２５年度に開催された東海三県一市知事市長会議での合意を受け、三重県と岐 

阜県及び名古屋市と本県とで「東海三県一市・木曽三川下流域等における防災対策連絡会議」を設置している。この会議 

で木曽三川下流域を中心としたゼロメートル地帯における県境を越える防災対策について協議し、昨年度末に「東海三県 



一市・県境を越える広域避難調整方針」を定めたところである。この調整方針については関係市町村に情報提供を行った 

ところであるが、今後、愛知県沿岸市町村等津波対策推進協議会の場でも広域避難に関する課題を議論するとともに、県 

内市町村における広域避難の取組みが一層進むよう必要な助言や指導を行っていく。また、委員の指摘の訓練であるが、 

災害時における円滑な広域避難が実現できるよう、来年度には弥富市で開催予定の津波･地震防災訓練において、例年行っ 

ている市が指定する避難場所への避難訓練だけではなく、市域外に被災者を輸送する訓練を盛り込む方向で、今後弥富市 

と訓練内容を検討していく。 

【要望（福田よしお）】  最後に、災害が一の自治体の中で収まるのは、段々難しくなっていると思う。そう考える 

と、関西広域連合では非常に広い地域で関西圏の防災が検討されている。一方、東三河広域連合エリアでも、自主的に防 

災協議会を作ってやっているが、広域連合のように法的に担保のあるような形の中でやる部分が重要で、過去の災害をし 

っかり分析しながら、愛知県として本当に災害に強い県を目指してやっていただきたい。 
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